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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

・本日月末の為、月報作成

・2/28 17：10～、全介護スタッフ対象として「認知症患者様への関わり」を2階会議室にて実施
＜利用者様情報＞

· 古舘　ヨリ様～昨夜は22：00～6：15まで睡眠が取れたと話されているが、表情は冴えない。

「寝れたのは良かったけどやっぱり不安だ」と近隣住民や学生への不安を訴えている。今後も睡眠状況と併せて、本人の不安について傾聴する機会を作っていく。

· 向井　敦子様～来所後に昼食後薬を持参忘れたことに気が付いたと訴えあり。「家まで戻れな

いよ」と話されている為、外来へ連絡し昼食後薬1包の処方を受けている。

· 繁名　和恵様～昼食後から目の痛み・口渇・眠気を訴え静養室利用。痛みが軽減しないとの

事で、13：30にポンタール（頓服）を服用している。

· 高柳　和子様～入浴後11：00に頭痛を訴え帰宅要求聞かれている。頓服の鎮痛剤は服用した

と報告されているが、内容を確認するとリスパダール液を服用している。「この時期になると不安定になる」と話され、2月から5月が気分的に不安定となり体調不良を来しやすい時期であると話されている。静養室利用して休みながら過ごされているが、気分が冴えず頭痛が軽減しないとの事。バイタル測定実施しているが、異常は見られない。

· 細越　定生様～親戚が2件立て続けになくなったことでお金が無いと話されており、通所

利用が困難との事。昼食費用を気にしている為、弁当を持参して利用するよう促しているが、曖昧な返答で利用を拒否している。次回のデイケア利用予定を確認するが、「止めるわけでは無いから」と返答をはぐらかしている。

· 淡路　智恵子様～お金が無くて入院したいと考えていると訴えており、ケア会議実施予定。

本人へ金銭使用状況を確認し、浪費が見られている部分として①タバコの購入、②缶飲料の購入を挙げている。又、お兄様から生活費を全て渡してもらう事が出来ないことへも、不満を訴えているが、自分が金銭管理を依頼している件については理解している。グループホーム退所希望の背景としては、入居者との折り合いが悪いことも原因であるとの事。

浪費については、タバコの購入量および喫煙量が1日1箱となっており、1ヶ月で1万円以上の出費となっている。喫煙頻度として、自己申告では、①通所2本②よこまちストア3本③むつ食品3本④グループホーム10本程度となっているとの事。

· 上野　康弘様～昨日、事故の事情聴取を受けており、今後刑期などの話し合いを行っていく

予定。本日来所時には表情冴えず、「気分はどん底で這い上がる気力も無い」と話されている。刑期終了後の生活についても悩んでいると話され、「あの家で自分は厄介物だ」と呟いている。

· 柳町　信之様～本人からナイトケア欠席の連絡が入っている。肛門が腫れており、排便の

度に出血があると話されている。他科受診を促すが「５年位前に肛門科の先生がもう来なくていいと言ったからいりません」と頑なに拒否している。先週末にはお兄様からも入浴の促しがあったと報告されており、「暖かくなったら銭湯に行こうと思っているけど、まだ大丈夫です」と行動化する様子は見られない。ナイトケアの利用については、「ナイトに行くと具合が悪くなる」と拒否している。

· 鹿原　博夫様～夕食前より小声で怒り口調の独語がみられる。夕食時、七味を大量に使用

しているため声をかけると、「今、食事中だから後で話そう。」と返答される。夕食後は独語みられず、机に臥して過ごされる事が多い。

· 前野　義勝様～「最近また長靴が壊れた。」と訴えているが、「軟らかい素材のもので、力の

入れ具合で折れ曲がり、そこから裂けてしまうようだ。」と話され、被害的な発言は聞かれない。また「自分の靴を他の人が間違って履いて行かれた事や、目が合っただけでからまれた事もある。自分は昔から悪戯され易いようだ。」と話される。

· 其田　淑子様～内服の残薬が合わないと報告され、薬が余っていると話されている。全ての

薬を持参して頂いているが、薬のセットも1日分ずつ袋に入れているが不足している袋や、日付が重複している物が見られている。

＜事例検討＞

森　彩子様（50）　罹り付け医院：八戸赤十字病院

主病名：うつ病エピソード・てんかん

検討内容　治療計画の確認と利用に向けた関わりの検討

目標

長期目標：デイケアを利用しながら対人技能を身につけ、友人を作る

中期目標：月に一度はデイケアを利用し、欠席時には本人から連絡をする

短期目標：他科受診の後など、近くに寄った機会を利用して、デイケアへ足を伸ばす事が出来る

実施計画

1 安否を生活状況の確認を定期的に実施し、生活リズムと管理状況を把握。本人と連絡が取れない際には、月末に社会福祉協議会の担当者へ連絡し、生活状況を確認する

2 本人の通所意思と目的を確認しながら、デイケア利用を促す

現状

· 2/21の夕方に短時間だが来所されている。

· 精神的には安定し、更年期障害による不調の為通所が困難であると話されている

· 利用の目的は把握しており、自分の特徴として人見知りの為通所を再会しても慣れるまでに時間を要する事を訴えている

· 自分の作業（トールペイント）をスタッフへ受け継いで欲しいと希望しており、徐々に利用者へ広めたいと目標を持っている

· ３月から体調をみて短時間から通所を再会していきたいと話されている

対応検討

· 本人が３月から通所再会を希望している為、３月まで様子を見ていく

· 定期的な本人への連絡と生活状況の確認、通所促しは継続していく

· 本人画来所した際には可能な限りプログラムの参加を促していくが、大きな集団への参加は負担も予想される為、時間を見ながら本人の希望する作業を行なう時間を設けていく

＜外来情報＞

· 大久保　恒夫様～本日採血実施している。

· 長瀬　紘一郎様～キザミ食を継続していると話されている。

· 平　　康子　様～服薬は守られている為、誤薬しないよう指導している。

· 神田　直樹　様～本日採血実施している。「アルバイト（パチンコ屋）をしていいですか？」

と主治医へ確認しており、無理しないよう説明している。

· 宮　　陽子　様～内服は出来ていると話されている。

· 向井　敦子　様～本日昼食後薬を忘れてきたとの事で、1回分のみ処方となっている。

· 前野　義勝　様～現在のアパートに慣れてきた事を報告されている。

· 柳町　信之　様～担当医から入浴を勧められ「入りたいけど具合が悪い」と話される為、

清拭を勧められている。2～3日前から原因不明の充血があると話されており、点眼薬処方となっている。

